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緒　言
　近年、OECD 加盟国における成人肥満の割
合は著しく増加し1）、世界的に大きな健康
課題となっている中、日本ではその増加が
抑制されている。また我が国の平均寿命は
世界で高い水準を示しており、これらは日
本の高い教育・経済水準、保健・医療水準
に支えられ、国民全体の努力によって成し
遂げられた成果として評価されている2）。
管理栄養士専攻学生の専門職意識
― 最終学年内における変化（第 2報）―
若本　ゆかり※
Professional Awareness of College Students Studying to be National 
Registered Dietitians: Changes in the Fourth Year of College （2nd Report）
Yukari Wakamoto
　A self-administered survey was conducted among fourth-year college students 
studying to be national registered dietitians. This study examined the relationship 
between the desired workplace and the understanding of work practices in that 
workplace. It also examined whether the students selected the desired workplace with 
professional awareness as national registered dietitians.
　Principal component analysis was performed, and three principal components were 
extracted at the beginning of the year, and two principal components were extracted 
at the end of the year. The first principal component was considered to be the level of 
comprehensive understanding of work practices as professionals. The second principal 
component was considered to be professional awareness associated with whether 
they focused on professionality of national registered dietitians in their selection of 
workplace. The third principal component, seen only at the beginning of the year, was 
speculated to be indecision in workplace selection as national registered dietitians.
　The survey results showed that there was no significant relationship between the 
high level of understanding of work practices and the desired employment. Support is 
needed that increases students’ self-confidence and self-efficacy to enable them to do 
work as professionals.
Key words :  national registered dietitian, professional awareness, principal component 
analysis
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　しかし、近年の少子高齢化の進展、疾病
構造の変化、国民医療費の増加から、国民
の健康増進の重要性が増大しており、健康
づくりや疾病予防を積極的に推進するため
の環境整備が要請されている。
　これらの社会的要請を受け、健康増進法
に基づき策定された「国民の健康の増進の
総合的な推進を図るための基本的な方針」
の全部を改正する件（厚生労働省告示第
430 号）が平成 24 年 7 月に告示され、い
わゆる「健康日本 21（第 2 次）」として平
成 25 年 4 月 1 日から適用することとなっ
た。この中では疾患の発症予防や重症化予
防として、適切な食事、適度な運動、禁煙
など健康に有益な行動変容の促進に加え、
健康増進を担う人材として管理栄養士の確
保及び資質の向上が明記されている3）。
　このように管理栄養士に期待される役割
と求められる専門的能力が高まる中、管理
栄養士資質の向上は急務といえる。
　資質の向上には、卒後も各職域における継
続した教育の必要性が求められているが 4）、
学生の時点で専門職であるという意識や、
専門職としての任務を果たすことができる
という自己効力感を高めておくことは重要
である。
　筆者はこれまでに、専門職としての意識
の向上を目指した専門職教育の内容を検討
することを目的として、学生自身の管理栄
養士という職業に対する専門職意識に着目
し、自己評価による管理栄養士業務の理解
度（以下業務理解度）を用いて、業務理解
度と就業希望職域との関連から専門職意識
について検討を重ねてきた5-7）。就業を希望
する職域と、その職域の業務理解度の高さ
を確認するとともに、専門職意識に関連す
る諸因子を検討するためである。
　今回、前報7）に続き最終学年である 4 年
生を対象に、業務理解度と就業希望の職域
との関連から専門職意識について検討を試
みた。さらに専門職意識に関連する各因子
についても検討したので報告する。
方　法
　4 年生を対象に、年度当初である 2011
年 6 月と年度末の 2012 年 3 月に質問紙を
配布し、管理栄養士として就業を希望する
職域の上位 3 つの選択とその選択理由を
自記してもらった。さらに各職域におけ
る管理栄養士業務の理解度を 5 段階（1 わ
からない〜 5 よくわかる）で自己評価して
もらい、それをそのまま点数として業務理
解度スコアとした。職域の分類は、これ
までの報告5-7）と同様に日本栄養士会の職
域協議会の分類に準じた 9 分野に、「その
他」を加えた 10 分野とした。有効回答数
および有効回答率は両調査時点ともに 71
部（87.7％）であった。
　2 群間の差は Wilcoxon の符号付順位和
検定を行った。就業希望職域と業務理解度
との関連を検討するため業務理解度スコ
アを用いて主成分分析を行った。主成分
得点と業務理解度との関連性の検討には
Spearman の順位相関係数を算出した。得
られた結果を職域別、調査時点別、および
主成分得点別に比較検討を行った。解析に
は IBM SPSS Statistics ver.20.0 を用いた。
結　果
1. 業務理解度について
　職域別第 1 希望者の割合を図 1 に示す。
2011 年（年度当初）、2012 年（年度末）と
もに第 1 希望者数は医療機関が多かった。
保育園・幼稚園の第 1 希望者数は増加した
が、他の職域に大きな変化はなかった。
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　職域別の業務理解度スコアを図 2 に示
す。学校と保育園・幼稚園の 2012 年のス
コアが 2011 年に比べて有意に高かった
（p<0.001）。他の職域のスコアに有意差は
認められなかった。
　第 1 希望者の業務理解度スコアを図 5
に示す。いずれの職域においても 2011 年
と 2012 年のスコアに有意差は認められな
かった。
　2011 年と 2012 年の職域別第 1 希望者と
第 1 希望者以外の者との業務理解度スコア
をそれぞれ図 3、4 に示す。2011 年では有
意差は認められなかったが、2012 年では
企業および保育園・幼稚園の第 1 希望者の
スコアが有意に高かった（p<0.01）。
図 1　職域別第 1 希望者の割合
図 2　職域別業務理解度スコア
図 3  希望順位別業務理解度スコア（2011 年 6 月）
学校および老人福祉施設の第 1 希望者は 1 名のみのスコア 
図 4  希望順位別業務理解度スコア（2012 年 3月）
スポーツクラブの第 1 希望者は 0 名
図 5　第 1 希望者の業務理解度スコア
2011 年の学校および老人福祉施設の第 1 希望者は
1 名のみである
2012 年のスポーツクラブの第 1 希望者は 0 名である
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　次に業務理解度スコアを用いた主成分分
析による検討結果を述べる。
2． 業務理解度と選択職域について（主成
分分析）
　固有値 1 以上の主成分は 2011 年には 3
つ、2012 年には 2 つ抽出された。各職域
の因子負荷量、各主成分の固有値、寄与率
および累積寄与率を表 1、2 に示す。
r= 0.997、p<0.001）。これより第 1 主成分
は「専門職としての総合的な業務理解度」
と考えられ、第 1 主成分に因子負荷量の高
い職域ほど、業務理解度が高い職域である
と考えられる。
　第 2 主成分は、老人福祉施設、保健所・
保健センター、医療機関の因子負荷量が低
かった。各学生の第 2 主成分得点は、業
務理解度スコアの変動係数と有意な負の
相関が認められた（2011 年：r=−0.704、
p<0.001　2012 年：r=−0.805、p<0.001）。
職域によって理解度がばらつき、変動係数
の大きい学生ほど第 2 主成分得点が低かっ
た。第 2 主成分得点が低い学生は、第 1 希
望の職域の業務理解度スコアが高いが、そ
れ以外の職域では低かった。職域選択理由
は、休暇や給与など労働条件に関するもの
が多かった。第 1 希望の職域に理解度が高
い分、求める条件が明確であると推察され
る。第 2 主成分得点が高い学生の職域選択
理由は、興味や関心、その職場の印象に関
するものが多かった。したがって第 2 主成
分は「職域選択において管理栄養士という
専門性を重視するか否かに関わる専門職意
識」と考えられ、第 2 主成分に因子負荷量
の高い職域ほど、学生自身の興味や関心を
優先した選択であり、低い職域ほど専門性
を重視した選択であることを示唆してい
る。
　第 3 主成分の因子負荷量は、企業で高く、
学校と保育園・幼稚園で低かった。第 3 主
成分得点が高い学生は、企業の第 1 希望者
が多かった。職域選択理由には、無回答あ
るいはあいまいな理由が多かった。第 3 主
成分は 2011 年の調査時のみに抽出された
ことから、「管理栄養士としての職域選択
の迷い」と考えられた。
　2011 年と 2012 年の第 1 と第 2 主成分に
おける各職域の位置づけをそれぞれ図 6、
7 に、に示す。
　第 1 主成分の因子負荷量は、いずれの職
域においても高かった。各学生の第 1 主
成分得点は、職域 9 分野の業務理解度ス
コアの合計と有意な正の相関が認められ
た（2011 年：r= 0.996、p<0.001　2012 年：
表 1　主成分分析結果（2011 年 6 月）
表 2　主成分分析結果（2012 年 3 月）
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　第 1、第 2 主成分ともにプラスに分布し
ている職域は、業務理解度は高いものの、
専門性より自身の興味や関心に重点を置い
た選択を示す。企業およびスポーツクラブ
は、2012 年でさらに第 2 主成分の因子負
荷量が高くなったこと、スポーツクラブの
第 1 希望者が 2012 年では 0 名であったこ
とからも、この傾向がより強まったと考え
られる。
　第 1 主成分がプラス、第 2 主成分がより
マイナスに分布している職域は業務理解度
が高く、管理栄養士としての知識を活かせ
るといった専門性を意識した職域選択であ
ることを示す。医療機関、老人福祉施設お
よび保健所・保健センターの選択にこの傾
向が現れている。
　またほぼ第 1 主成分軸上に位置している
職域は、職域選択において専門性について
ほとんど意識しない選択である。2011 年
と 2012 年を比較すると、保育園・幼稚園
および学校の選択にこの傾向が現れてい
る。この 2 つの職域は、第 1 希望者数は増
え（図 1）、理解度も有意に上昇している（図
2）。しかし、主成分分析の結果は、専門性
を意識しないという選択にシフトしたこと
を示している。
　2011 年の第 2 と第 3 主成分における位
置づけを図 8 に示す。
　第 2、第 3 主成分ともにプラスに分布し
ている研究機関と企業は、専門性よりも自
身の興味や関心を優先し、さらに管理栄養
士としての職域選択に迷っている状態で選
択された職域である。研究機関と企業は、
学内の講義や実習では具体的に触れる機会
の少ない職域である。そのため具体的な管
理栄養士像を抱きにくく、学生の職域選択
理由にもあいまいなものが多かったと考え
られる。
　保育園・幼稚園および学校という職域選
択が、専門性を意識しないという選択にシ
フトした点や、年度当初のみに第 3 主成分
が抽出された点については、学年内で職業
図 6　主成分プロット（2011 年 6 月）
図 7　主成分プロット（2012 年 3 月）
図 8　主成分プロット（2011 年 6 月）
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に対する自己効力感や意識に変化が生じた
ことも考えられる。これらの詳細な理由に
ついては今後さらに検討が必要である。
考　察
　2011 年、2012 年ともに第 1 主成分がプ
ラス、第 2 主成分がマイナスに分布してい
る老人福祉施設、保健所・保健センター、
医療機関は、いずれも臨地実習施設である。
前報6）でも述べたように、実習前段階にお
ける講義内容の理解度、臨地実習の必要性
の認識および実習時の体験が、実習後の自
己評価に影響を及ぼすと推察されるため、
臨地実習経験のない職域と比較すると、実
習体験に基づく理解度と専門性についての
意識が、この 3 つの職域選択に反映された
結果と考えられる。
　また図 8 に示したように、すべての臨地
実習を修了した最終学年であっても、年度
当初には管理栄養士としての職域選択に迷
いがあることがわかる。
　各職域の第 1 希望者数の違いもあるた
め、専門職意識と職域選択との関係につい
ては今後も検討が必要だが、同じ年度内で
見られたこれらの変化は、最終学年という
ことを勘案すれば、対象者自身の自信や自
己効力感、就職不安といった因子が関連し
ていると推察された。
　大学生の進路や就職と自己効力感の関連
についての調査報告では、冨安8）は、人生
の前方に進路の選択肢をいくつか見つめ
て、その中から自分に適したものを選択す
ることに効力感を持つことが、多くの積極
的な進路決定行動の展開を促進し、かつそ
のような展開の予想を可能にすると述べて
いる。鹿内9）は、職業自己効力感や職業未
決定に関わる要因として、仕事に必要とみ
なされる能力の自己評価の高さがあり、職
業能力の自己評価が高いことは職業人とし
ての自分をイメージしやすく、就職後も職
場で求められるものに応えて職場に貢献で
きるという見通しをもつことができ、職場
適応の自己効力感を高め、職業未決定状態
の低さと関連するであろうと述べている。
　しかしいずれの調査も、専門職養成課程
に所属する学生を対象としたものではない
ため、これらの結果をそのまま本対象者に
あてはめて考察することは困難である。管
理栄養士専攻学生を対象に同様の調査を行
い、職業能力の自己評価や自己効力感につ
いて比較検討する必要がある。
　専門職養成課程の学生を対象とした報
告では、看護系大学生を対象に、卒業前の
ストレスと自己効力感について、ストレス
マネジメント教育の効果を検討した報告10）
や、職業コミットメントと自己効力感、抑
うつ傾向との関連を学年別に検討した報
告11）、および臨地実習におけるストレス
コーピングと臨地実習自己効力感との関
連を検討した報告12）がある。この他にも、
看護系大学生を対象とした自己効力感につ
いての報告は多くみられるが、管理栄養士
専攻学生を対象とした報告はほとんどみら
れない。管理栄養士専攻学生を対象とした
自己効力感の評価尺度も開発が望まれると
ころである。
　日本栄養改善学会では、21 世紀を担う
管理栄養士に必要とされる学習内容を精選
した「管理栄養士養成課程におけるモデル
コアカリキュラム」の作成にあたり、目指
すべき管理栄養士像を「人間の健康の維持・
増進および生活の質の向上を目指して、望
ましい栄養状態・食生活の実現に向けての
支援と活動を、栄養学および関連する諸科
学をふまえて実践できる専門職である」と
している13,14）。専門職には①習得した専門
性を職業にして、その行為が自分の生計を
維持するための継続活動であること、②社
会の存続と発展に寄与すること、さらに③
人格的価値を備えていることなどの条件が
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必要になり、どれか 1 つが欠けても専門職
とは言えないと述べている15）。専門職とし
ての意識は、実際に管理栄養士として就業
し、業務を遂行することによって培われて
いくものであるが、冒頭でも述べたように、
学生の時点て専門職として求められている
役割や、専門職としての任務を果たすこと
ができるという自己効力感を高めておくこ
とは重要である。
　専門職教育では、専門的な知識の習得の
みならず、社会に貢献できる人材育成およ
び専門職として求められる業務をこなすこ
とができるという自信を高めることも必要
である。専門的な知識の習得とあわせ、知
識を実践に活かせるような、またそれがで
きるという自信を高めるようなサポートが
必要である。そのためには管理栄養士専攻
学生の自己効力感に影響を及ぼす因子の解
明が必要である。今後、評価尺度の開発検
討も進めていく予定である。
要　約
　4 年生を対象に、管理栄養士業務の理解
度と就業希望の職域との関連について、年
度当初と年度末との変化から検討を試み
た。希望する職域とその業務理解度との関
連、および希望した職域は管理栄養士とい
う専門性を意識した選択か、という点につ
いて検討した。
　主成分分析の結果、固有値 1 以上の主成
分は、年度当初には 3 つ、年度末には 2 つ
抽出された。職域の因子負荷量および各対
象者の主成分得点から、両調査時点ともに
第 1 主成分は専門職としての総合的な業務
理解度、第 2 主成分は職域選択において管
理栄養士という専門性を重視するか否かに
関わる専門職意識と考えられた。年度当初
にのみ確認された第 3 主成分は管理栄養士
としての職域選択の迷いと推察された。
　調査結果より、理解度の高さと就業希望
との間に有意な関連は認められなかった。
専門的な知識の習得とあわせ、専門職とし
ての業務をこなすことができるという自己
効力感を高めるようなサポートと、そのた
めの自己効力感評価尺度の開発検討が望ま
れる。
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